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ー ドで検索した結果、 2619件 (1949年から
2004年)であった(表1) 0また、「体育、実
技、評価」で検索した結果、ヒッ ト数は 60件
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意識統制活動 剴叝妺^動の状態 儺検定 "_旦栗運動群_([)≡14_7)…… 平士別直±SD 峯?(暮:餮9?ﾅ??Uﾓ3(?m｢?ﾘ贓¥ｩ+ﾈ?4B?
合計得点 稗闕8?9ﾙ?ｨ?窿c??5.7±9.70 ?r??ゅ3?p<0.001 
意識統制 白隕??ｽ?2???l.9±4.01 唐綛?2經R?<0.001 Ⅱ.判断.記憶(20) ??X?2經?8.7±3.42 ?ﾃ???
lIl感情.行為(20) ?2??2縱?10.1±3.68 任ﾃ???
心理的ストレス検査項目 剴叝妺^動の状態 儺検定 日常運動群(∩-147) ??餮9?ﾅ??ﾓ?"?
平均値±SD 兌ﾘｼ?ﾈ?4B?
合計得点 ?5%2ﾓS????53.8±38.02 都2繆?C2ﾃc"?<0.001 




I.情動 ?H,"?B?6.5±5.45 湯?贊R纉b?<0.001 不安(24) 澱繹?R?b?.0±5_65 ?ﾃ???
怒り(24) 途??B繝?9.5±5.49 ?ﾃ???
一一.意欲 俾?ﾙ???b?3,2士3.51 釘繹?2纉"?<0.001 無気力(16) 纔?2經? .3±3.92 ?ﾃ???
絶望(16) 迭繹?2紊b?.3±3.92 ?ﾃ???
m.思考 倡hﾖﾉ.?｢?b?5.2±3.38 途??2縱?p<0.001 
侵入的思考(16) 釘綛?2?r?.5±4.00 ?ﾃ???





T.意識統制活動 蔦?Cc?｢?0.542** 蔦?Cs弔｢?0.364** 蔦?C途｢｢?
I.覚醒.緊張 蔦?3Sb｢｢?0.450** 蔦?3C2｢｢?0.271 蔦?3コ｢｢?
TI.判断.記憶 蔦?33?｢?0.382** 蔦?C?｢｢?0.278 蔦?3c弔｢?










































筋力レベル 測定項目(負荷範囲) ?ﾈ7?ｳ?レベル2 ?ﾈ7?ｳ2?激xル4 ?ﾈ7?ｳR?
レツグプレス(24-283) 田ぴ?22.-154 ?cRﾓ#??18-250 ?c??
レツグエクステンション(9-112) 鼎蔦cr?2-81 塔Rﾓ湯?03.- ?
レツグカール(9-90) 鼎RﾓSB?8-67 都"ﾓsb?1-85 涛??
ベンチプレス(9-88) ?2ﾓ3"?6-41 鼎RﾓSB?8-62 田rﾓsb?
バーチカルチェストベンド(2-42) 澱ﾖﾆﾂ?3-18 ?蔦#B?6-30 ??3R?
プーリーカール(4.5-68) 湯ﾓ??8-22 ?rﾓ3"?6-41 鼎RﾓS?
ラットプルダウン(4.5-82) ?rﾓ3b?1-45 鉄?SB?9-63 田やﾓs"?
ロータリートーソー:右(9-90) ?bﾓCR?9-58 田2ﾓcr?2-81 塔Rﾒ?
ロータリートーソー:左(9-90) ?bﾓCR?9-58 田2ﾓcr?2-81 塔Rﾒ?
アブドミナルクランチ(9-112) 鼎?紊?54-63 田rﾓs"?6-81 塔Rﾓ釘?
ローア-バック(9-180) ?bﾓSB?3-72 塔?湯?08-117 ?#bﾓ?B?
筋力レベル 測定項目(負荷範囲) ?ﾈ7?ｳ?レベル2 ?ﾈ7?ｳ2?激xル4 ?ﾈ7?ｳR?
レツグプレス(24-283) ?Rﾓc?79-90 ??ﾓ?"?33-154 ?cRﾒ?ッ?
レツグエクステンション(9-112) ?"ﾓ3?36-45 鼎蔦S?63-67 都"ﾓ??
レツグカール(9-90) ?"ﾓ3?36-40 鼎R?9.-54 鉄ふc2?
ベンチプレス(9-88) ?～18 ?2?7 ?(??
バーチカルチェストベンド(2-42) ?ﾓB? 途? 免ﾂ簫?
プーリーカール(4.5-68) ?～9 ?2?2 ?x?ﾒ?
ラットプルダウン(4.5-82) ?2ﾓ??2 ?r?2 ?bﾒ?
ロータリートーソー:右(9-90) ?ふ#"?7 ??3b?0 鼎Rﾒ紊?
ロータリートーソー:左(9-90) ?ふ#"?7 ??3b?0 鼎RﾓC?
アブドミナルクランチく9-112) ?"ﾓ#r?1 ?bﾓC?45-49 鉄B簫?





































































(GSES ; generalself-efrlCaCy scale)を用いた｡




































































































トレー ニング前 トレー ニング後 噌加率 t-test 
mean : SD mean : SD mean : SD 
P 
レッグプレス (24~283) 242 161.7 : 41.5 185.1 : 46.2 115.6 : 16.3 P<O.OOOI 
レッグエクスァンション (9~112) 219 82.8 : 19.5 92.8 : 17.3 114.2 : 14.4 P<O.OOOl 
レッグカール (9~90) 222 66.2 : 1.0 72.8 : 10.9 1 0.7 : 9.6 P<O.Oool 
ベンチプレス (9~88) 252 47.1 : 10.6 49.4 : 10.9 105.0 : 7.4 P<O.OOOI 
バーチカルチェストペンド (2~42) 244 18.4 : 5.4 21.2 : 5.9 116.3 : 16.1 P<O.OOOl 
プーリーカール (4.5~68) 252 25.6 : 7.0 28.7 7.8 13.7 : 21.2 P<O.OOOI 
ラ ッ トプルダウン (4 .5~82) 251 45.2 8.9 49.8 : 9.0 11.0 : 10.4 P<O.OOOI 
ロータリー卜ーソー右 (9~90) 248 57.4 : 11.9 64.4 : 11.0 114.0 : 14.7 P<O.OOOI 
ロータリー卜ーソー 左(9~90) 248 56.8 : 11.7 63.9 : 10.7 114.5 : 16.3 P<O.OOOI 
アブドミナルクランチ (9~112) 245 63.1 : 10.6 67.9 : 10.4 108.3 8.9 P<O.OOOI 
口一アーバック (9~ 180) 252 80.0 : 21.2 91.2 : 21.2 115.8 : 15.3 P<O.Oool 





トレー ニング前 トレー ニング後 士首加率 t-test 
mean : SD mean : SD mean : SD 
P 
レッグプレス (24~283) 159 92.9 : 25.0 113.2 : 29.7 124.7 : 27.3 P<O.OOOI 
レッグエクスァンション (9~112) 141 42.8 : 12.5 53.0 : 12.0 128.6 : 27.3 P<O.OOO1 
レッグカール (9~90) 160 36.5 8.1 43.4 : 7.4 121.9 : 21.7 P<O.OOOI 
ベンチプレス (9~88) 146 20.6 : 3.0 22.3 3.6 108.6 : 15.7 P<O.OOOI 
バーチカルチェス卜ベンド (2~42) 160 5.7 1.6 7.0 : 1.9 125.8 : 30.4 P<O.OOOI 
プーリーカール (4.5~68) 158 12.8 : 4.2 14.7 : 4.9 117.3 : 22.5 Pく0.0001
フ ッ トプルダウン (4.5~82) 160 22.4 : 4.1 25.4 : 4.7 114.5 : 16.5 P<O.OOOI 
ロータリー卜ーソー 右 (9~90) 160 28.4 : 6.7 33.4 6.3 119.8 :17.5 P<O.OOOI 
ロータリートーソー 左 (9~90) 160 28.2 : 6.9 33.3 : 6.6 121.1 : 20.0 P<O.OOOI 
アプドミナルク 5 ~ノチ (9~1 12 ) 160 33.7 7.3 38.2 : 7.1 115.6 : 20.3 P<O.OOOI 
口一アーパック (9~1 80) 160 37.7 9.3 44.8 : 11.0 120.7 : 21.7 P<O.OOO1 






















































































































昭和2 7 (1952)年度の小冊子では､ ｢大学の
体育科目は､講義と実技の実習により成り立っ
ているのであるが､このことは､一方において
体育に関する知的理解を高めることにより､日
常生活における活用を期待するものであり､他
方において体育の実践によってその方法と習慣
を身につけ生活を一層豊かにさせると共に身体
的にも精神的にも有能な人間の完成を意図する
ものである｡｣という表現を加えて理論と実技の
総合的な教育を目指した｡しかし､これらの表
現では､具体性に欠けると考え､昭和35 (1
960)年度版では､具体的にその目的を次のよ
うに述べている｡ ｢体育は身体活動を通しての教
育といわれる｡すなわち､体操､スポーツ､ダ
ンス等の身体活動の計画的実践を通して､身体
の健康を保持増進し､よい社会的性格を図るこ
とを目的とする｡｣とし､その具体的目標として
次のような項目を挙げている｡
1.育実践の習慣を身につけること｡
2.動能力検査によって自己の体力を知ること｡
3.スポーツ技術の向上に努力する楽しさを味
わうこと｡
4.集団における自己の責任を知ること｡
5.集団ルールの理解と尊守を基盤としてフェ
アプレイの精神を守ること
6.きびきびと行動する習慣を身につけること｡
7.身体虚弱者､病弱者等に対してそれぞれこ
れに適した運動及び保健指導を行う｡
翌年には､さらに若干の修正をし､ 1では
｢スポーツに親しむ態度を養うこと｡｣を､ 2項
では｢身につけた体育実践の習慣によって体力
の増進をはかること｣という文章を加え､さら
に｢施設､用具を大切にする心がけを滴養する
こと｣という項目も加え､全部で8項目の具体
的目標を示し､体育の目的を健康の保持･増進
を基底にしつつも､人間が社会生活を営む上で
重要な倫理や道徳､責任などといった具体的目
標を示し､学生が意欲をもって体育の履修がで
きるように示されている｡
東京大学における体育実施の概要(昭和26年､
27年)
体育の実技の種目は､各種のスポーツと体操
およびダンスであり､スポーツは､教養学部の
施設の現状とシーズンを考慮して､次のように
第1学期と第2学期で種目をわけて実施するよ
うに設定されている｡
以下､開講種目を示す｡
第1学期　野球若しくはソフトボール､庭球､
ハンドボール､剣道
第2学期　陸上競技､体操(徒手器械)､サッカ
ー､卓球､柔道
(当時の小冊子では､送球､蹴球と書かれている)
このように､全･後期で異なった種目を大学
が準備したのは､学生にできる限り自由に種目
を選択させ､ ｢各人のスポーツにおける規律を伴
った自由な活動を期待するからであり､さらに
勉学と将来の余暇を有効に使うための方法を身
につけるため各種のスポーツを体験させる機会
を得させる｣として､駒場キャンパスにいる間
-69-
に､学生には､最低4種目は選択履修すること
を期待し､種目のシーズン制､自由選択制とと
もに､学生の体力､健康度を考慮したグループ
分けがなされている｡
Aグループ- ･疾病その他身体的理由で体育実技
の実施不能の者(ツ反応陽転1年
以内の者を含む)
Bグループ-･特に体育的措置を必要とするもの
Cグループ-AおよびBクループ以外の一般の
者のグループであって､別に示す
実技実施種目を自由に選択でき
る｡
Dグループ･-女子学生のグループあり､女子教
官が指導にあたり､テニス､バス
ケット､卓球そしてバドミントン､
ダンスなどが選択可能である
東京大学における体育実技の評価(昭和2 6年､
27年)
体育実技の単位を与える条件
｢大学学生に体育実技の単位を与える第-条件
としては､まず､出席である｡体育の効果は実
践にある｡いかなる体育に関する知識も､その
実践が伴わない限り無意味であろう｡体育の実
践は体育運動の時間に出席することによって得
られる｡この意味から少なくとも最低時数たる
4 5時間の出席をもって単位を与える最低条件
とすべきであるとされた｡また､実技を採点す
る場合には､別の4つの基準が示されている｡
(1)実技習得の程度
(2)運動場における遺徳的･社会的態度
(3)運動に対する興味の深さ
(4)体育に対する識見
以上のほかに､単位を与える方法としては､
特定の運動能力検査の制度を設け､これをパス
した場合に与える方法がある｡この場合､平素
の体育運動時間は､学生に対して右の運動能力
を与えるための練習として考える｣ (加藤橘夫:
新制大学における体育経営.東京大学綜合研究
会編:体育科学,昭和23年12月,体育日本杜)
昭和26年度履修小冊子では､体育実技につい
ては､次のような五つ基準を設けて評価した｡
(1)出席率｡ 2学期を通じて45時間の出席
は最低必須の条件である｡
(2)基礎運動能力テスト
(3)スポーツの技術テスト　自己の選択して
いる種目についての基礎技術のテストが各
学期毎に行なわれ､別に定める到着基準尺
度により評価される｡
(4)ゲーム中における参加態度と遂行能力
(5)レポート---各学期毎,もしくは2学期
に1回レポート(2000字から3000
字)の提出
<配点など>
出席点　　　　　60%
一般運動能力　1 5%
スポーツ技術　15%
態度･意欲　　10%
合計　　　　　100%
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